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厳寒期のハウスニラにおける電照の影響 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
電照方法の違いが、厳寒期におけるニラ

の葉の生育や収量等に及ぼす影響について

調査しました。 

「スーパーグリーンベルト」を平成26年7

月7日に1aあたり約790株定植し、電照期間

を11月5日～3月5日として12Wの電球型蛍光

灯を通路上170cmの高さに5m間隔で設置しま

した。電照方法は、朝型の日長延長（日長

時間14時間、15時間、16時間）および暗期

中断3時間（23時～2時）で比較しました。 

ここでは、厳寒期の1月9～21日に収穫し

た3回目収穫時の結果を紹介します。 

日長延長15、16時間や暗期中断3時間では、

日長延長14時間や無電照に比べて草丈の伸

長が早く、収穫日が8～12日早くなり、葉が

やや長く、厚くなりました。しかし、株の

消耗を抑えるために、収穫所要日数が40日

以上になるまで待って収穫を行ったにもか

かわらず、可販収量は日長延長14時間や無

電照に比べて少なくなりましたが、その理

由は判然としませんでした（図、表）。 

ハウスニラの電照栽培については、電照

開始時期が早すぎると早期抽台のおそれが

あることが知られています。また、増収方

法や電照期間、電球の種類などさらに検討

すべき課題が残されています。 
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暗期中断3時間 38.0 ( 106 ) 9.0 ( 103 ) 0.76 ( 106 ) 1/9 163 ( 94 )

日長延長16時間 38.9 ( 108 ) 8.8 ( 100 ) 0.75 ( 106 ) 1/13 170 ( 98 )

日長延長15時間 36.6 ( 102 ) 8.9 ( 102 ) 0.76 ( 107 ) 1/13 141 ( 82 )

日長延長14時間 33.5 ( 93 ) 8.7 ( 100 ) 0.61 ( 86 ) 1/21 171 ( 99 )

無電照(対照) 35.9 ( 100 ) 8.8 ( 100 ) 0.71 ( 100 ) 1/21 173 ( 100 )

表  電照方法の違いによる厳寒期の葉の大きさおよび可販収量（3回目収穫時）Z)

葉の大きさY) 可販収量X)

X)そぐり後の調整重

電照方法
葉の厚さ(cm)

収穫日

(月/日)

Z)各区12株調査、( )は無電照を100とした比率　　Y)新葉から2～3枚目の葉を1株当たり1枚調査  

葉長(cm) 葉幅(cm) (kg/a)
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図 電照方法の違いによる厳寒期の収穫所要日数および草丈

注）収穫所要日数0日は前回（2回目）収穫時で全区11月28日。収穫は草丈40cm、葉数5～6枚

(日)


